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             あなたのそばに人権相談員がいます!!          

            人権プラザ便り[結い]    
( )  111-0023 1-1-6 TEL.03-5808-9682  

高齢聴覚障害者は安心して 

暮らせていますか？ 
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いのちや人権が脅かされてはいませんか？ 
安心でいきいきと暮らせるために、必要なことは何？ 

聴覚障害者に占める高齢化率は67.9％ 
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 アトピーと引きこもりというのは、決して少

なくないことだと実感しています。今度は、母

親からの相談でした。 

長いアトピーとの付き合いのなかで、通院し

ているかかりつけの病院から、「アトピーがよ

くなる」と転院してみたら、同じ薬を処方して

いるのがわかり、期待外れ。また、かかりつけ

の病院にもどって、アトピーの症状が改善する

ことなく、歳月だけは過ぎてきました。 

アトピーから解放されることがない日々、わ

らをもすがる思いであったものが、いつの間に

か絶望的な気持ちになっていくことは想像で

きます。 

以前、アトピーの相談のときに調べて知った

のですが、長く闘病してきた当事者によるピア

カウンセリングを行っている「日本アレルギー

友の会」や医療機関を紹介しました。 

母親はなんとか受診してほしいという思い 

で、息子に伝えます。行くそぶりを見せていた

といいますが、その翌日から自室にこもってし

まいました。 

本人は決して自暴自棄になっているわけで

はありません。「アトピーを治したい」と思っ

ています。体を清潔にするように心がけていま

す。塗り薬も自分で塗っています。にもかかわ

らず、受診を拒否してしまう。彼の心の葛藤は

何でしょうか。 

いつも笑顔が絶えない母親は、長年のつきあ

いで右往左往するわけではありませんが、息子

がアトピーから解放される日を念じて、「これ

は！」という情報をいつも気にかけています。 

息子は引きこもりですが、母親の話を聞いて

いると、快活でコミュニケーションが取れてい

ます。自分が必要とされている存在であり、頼

りにされるときに、彼の個性は発揮されている

様子を聞き、とても心温かくなりました。 

アトピーと引きこもり、心の葛藤は…… 
 


